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ＪＡバンク青森の目指す姿の実現に向けて
～ＪＡバンク青森中期戦略の実践初年度を振り返って～

巻
頭
言

　ＪＡバンク青森では、県内各ＪＡの現状や課題、取り巻く環境等に応じて、「農業」・「くらし」・「地
域」の各領域で、これまで以上に金融仲介機能を発揮することを柱に掲げた「ＪＡバンク青森中期
戦略（2022～2024年度）」に取り組んでおり、実践初年度の2022年度は、コロナ禍や物価高、自然
災害などの社会情勢の変化に対応しながら各領域で掲げた施策の実現に取り組んでまいりました。
　まず「農業」の領域では、農業者の経営の安定・成長を支援するため、ＪＡバンク利子補給、農
業近代化資金の保証料助成を実施したほか、個人・農業法人先および行政、農機具メーカーへのア
プローチや営業戦略会議等を通じて融資担当者の資金提案力の向上および新規・既往先等との接点
強化に取り組みました。また、ウクライナ情勢に端を発した生産資材等の急激な価格高騰や８月の
豪雨災害で被災された組合員の資金繰りを支援するため、県内ＪＡとＪＡグループ青森四連が連携
して各種災害緊急資金を創設し、被災組合員をはじめ県内農業者の再生産に必要な農業資金の供給
に取り組みました。
　つぎに「くらし」の領域では、組合員・利用者の資産形成・運用ニーズに対応し、個人型確定拠
出年金「iDeCo」の取扱いを開始したほか、ライフイベントセールスリーダー養成講座に資産形
成サポートカリキュラムを追加し、渉外・窓口担当者の行動変革とスキル向上に取り組みました。
一方で、生活資金の貸出伸長については、メイン商品である住宅ローンを中心に、ハウスメーカー
訪問や商品説明会の実施などに力を入れました。
　そして、「地域」の領域では、デジタルの利活用が利便性向上の必須スキルとなる中、地域の利用者・
組合員への貢献および関係性深化の取組みの一環として「ＪＡスマホ教室」を開催し、スマホ初心
者等の利活用をサポートしました。
　また、これらの機能を最大限に発揮するための土台である業務効率化において、ＪＡ個人ネット
バンク、ＪＡバンクアプリ、通帳レス口座などの非対面チャネルの機能強化と取引拡大に取り組ん
だほか、不断の取組みとして位置付けている持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化に向けて、ＪＡ
バンク利用者満足度調査、ＪＡバンクモニター調査を実施し、組合員・利用者ニーズや課題等の把
握に努めました。
　迎えた2023年度は、３か年にわたる中期戦略の成果を左右する重要な１年になります。
　ＪＡバンク青森は、目指す姿の実現に向けて、これまでの成果や足元の情勢等を踏まえ、各領域
の取組みをさらに加速させるとともに、地域の課題に応じた新たな取組みにも果敢にチャレンジし、
引き続き地域利用者から確かな信頼を獲得できるよう取り組んでまいります。
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